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社会の要請に応えて２年間精力的に活動してきた２つのワーキンググループ（ＷＧ）は，３月で一旦区切

りをつけます。今後，日本語教育学会は，さらに国や自治体へ働きかけ，他領域・他分野と連携する新たな

段階を迎えます。報告会当日は，ＷＧの最終報告をお届けし，「日本語教育振興法法制化」，「看護・介護の

日本語」に学会としてどう関わっていったらいいか，ともに考えたいと思います。意見交換の時間はたっぷり

とる予定です。どうぞ奮ってご参加ください！ 

●日時:２０１２年３月２４日(土)１３:３０～１６:３０ 

●場所:東洋大学白山キャンパス６号館２階(６２１６教室) 
住所：東京都文京区白山 5-28-20   

交通：都営地下鉄三田線「白山」駅または東京メトロ南北線「本駒込」駅から徒歩 5分，他 

地図：http://www.toyo.ac.jp/access/hakusan_j.htm 

＊会場へのお問い合わせはご遠慮ください。 

●主催：社団法人日本語教育学会 

●定員：１５０名 （定員を超えた場合，入場できないこともありますので，あらかじめご了承ください。） 

●参加費：無料 

●参加申込（要事前メール予約）： E-mail：webapply@nkg.or.jp に「お名前（ふりがな）・ご所属」を書いて， 

3 月 21 日（水）までにお送りください。メールの件名は，「3 月 24 日ＷＧ報告会参加希望」としてください。 

●問合先：日本語教育学会事務局  Ｔｅｌ：03-3262-4291  Ｆax：03-5216-7552  E-mail：office@nkg.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

法制化WG詳細：http://www.houseika2012.net/wordpress/   看護・介護 WG詳細：http://www.nkg.or.jp/kangokaigo/ 

★当日午前中には，同じ会場で日本語教育学会の臨時総会があります。 

ともに考える＜法制化＞と＜看護・介護＞ 
―ワーキンググループ最終報告と意見交換の集いー 

◆プログラム◆ 

司会：嶋田 和子（日本語教育学会副会長）                                13:30-13:35 

第１部：「日本語教育政策に現場の知恵を生かすために」                        13:35-14:55 

報告（15 分）：今村 和宏（日本語教育振興法法制化ＷＧ座長） 

コメント（15分）：田尻 英三氏（龍谷大学教授），佐藤 潤一氏（大阪産業大学准教授） 

フロアとの意見交換（45分） 

まとめ（5 分） 

～～ ～～ 休憩  14:55-15:10 ～～ ～～ 

第２部：「国を越えた医療福祉人材の移動と日本語教育」                        15:10-16:30 

報告（15 分）：西郡 仁朗（看護・介護の日本語教育ＷＧ座長） 

コメント（15 分）：山口 勇氏（外務省南部アジア部 南東アジア第二課交渉官）， 

中山 辰巳氏（特別養護老人ホーム「みちのく荘」園長） 

フロアとの意見交換（45分） 

まとめ（5 分） 


